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 事業概要

超音速混相乱流の LES モデル構築に向けて,高 Mach 数・低 Reynolds 数の球周り流れの直接解析
(DNS)を行い,データベースを構築するとともに現象把握を行う． 

JSS2 利用の理由

本事業では境界適合格子を用いた高 Mach 数・低 Reynolds 数流れにおける球周り流れの DNS によ
り球周り流れのデータベース構築を行う．計算コストの高い DNS によりデータベースを構築するに
は大規模解析を多数の条件で実施する必要があるため,本事業においてスパコンの演算能力は必須で
ある． 

 今年度の成果

Reynolds 数 500-1000, Mach 数 0.8-2.0 おける球周り流れの特性(抗力係数,流れ場の構造,渦放出のス
トローハル数,流れ場の様相)を明らかにした．

DNS 解析に基づく高マッハ数混相乱流 LES モデルの構築 
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図 1 速度勾配テンソル第二不変量の等値面で可視化した渦構造 

 

 
図 2 Reynolds 数と抵抗係数の関係 (50 ≤ Re ≤ 1000, 0.3 ≤ M ≤ 2.0) 
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 成果の公表 
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 JSS2 利用状況 

 計算情報 
 

 

 利用量 

総資源に占める利用割合※1 (%)：0.33 
     
    内訳 

計算資源 
計算システム名 コア時間(コア・h) 資源の利用割合※2 (%) 

SORA-MA 2,671,845.29 0.35 
SORA-PP 0.00 0.00 
SORA-LM 0.00 0.00 
SORA-TPP 0.00 0.00 

 
ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利用割合※2 (%) 
/home 039.34 0.03 
/data 19,683.85 0.36 
/ltmp 2,075.20 0.16 

 
アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利用量(TiB) 資源の利用割合※2 (%) 
J-SPACE 9.97 0.43 

 
※1 総資源に占める利用割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利用割合の加重平均 
※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合

プロセス並列手法 MPI 
スレッド並列手法 OpenMP 
プロセス並列数 169 - 289 
１ケースあたりの経過時間 200.00 時間 
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